
19日、富山市民プラザアンサンブ

ルホールにおいて、合唱団「あるも」

第13回演奏会が開かれた。うたおに

からは内海、前川、町田、太田、小

柴知之、コーロ・Guiからは山田さん、

そして僕の計７人で押しかけた。会

場は例年以上の聴衆で、熱演に耳を

傾けていた。

あるもとうたおにとの関係は、そ

もそもあるもの益山団長が僕の実兄

であることをきっかけに始まり、ジョ

イントコンサートを通じて15年ほど

の付き合いになる。富山と三重、けっ

して近くはない距離だが、これまで

に６回(７公演）の合同演奏会を開催

している。

この日の第１ステージは、ピツェッ

ティ「２つの合唱曲」。うたおにで

も何度か取り上げた作品だ。僕の記

憶では、あるもも過去に演奏してい

るはずだ。手馴れた感じで落ち着き

のある演奏だが、半面、テキストの

持つ大胆さや妖艶さを表現しきれて

いないのが残念だ。続く第２ステー

ジは、三善晃「五つの願い」で、こ

の作品もうたおには第25回音楽会で

取り上げている。アカペラ作品の持

つ音の世界が上手く表現されていて、

なかなかの好演

だ。今回のプロ

グラムの中で、

最もあるもにフィッ

トした作品であっ

たように思う。

最終ステージ

では、荻久保和

明の「縄文」が

演奏された。こ

の作品はかなり

の大作であり難

曲だ。まずはこ

うした作品を取

り上げる姿勢を

評価したい。あるもほどのキャリア、

実力がある合唱団は、合唱音楽の発

展に十分貢献できるし、またそうで

あって欲しい。今の客層のニーズに

応えるだけでなく、科学者が私たち

にとっては理解不能な研究を続け、

結果として私たちの日常生活に大き

く役立つ成果を挙げるように、何年

も経てば、必ず今日の演奏があった

からと賞賛されるはずだ。勇気を持っ

て取り組んで欲しい。演奏は決して

精緻なものではないが、あるものメ

ンバーが感じているほど、未消化に

は聴こえない。これは不安感からく

るある種の緊張感が効果的に働いて

いるからだろう。演奏に必要な集中

力が程よく効いている、そんな音楽

だ。そういう意味で、前半の２つの

ステージ以上に聴き応えがあった。

とかく私たち演奏者は、演奏の出

来不出来に一喜一憂するものだ。も

ちろん、それが結果として表現でき

ているか否か、強いては伝わる伝わ

らないという問題に終結する。しか

し、演奏者の〝思い〟は作品に対す

る最大の愛情だと感じている。そう

した愛情を感じる演奏が少ないこと

が残念である。思いがあり、それが

作品への愛情へと変わる。愛情が実

を結ぶために努力をする。つまり練

習をするというわけだ。

今回のあるもの演奏会、なるほど

なかなか聴衆にうける内容ではない

だろう。しかし、聴く側にも〝それ

なりの〟愛情や努力は必要だろう。

要は、与える側が誠意を持って活動

を継続するしかないのである。媚び

ない活動をするしかないのだ。

実は、難曲には、その作品にしか

伝えることの出来ない未知の世界、

魅力が潜んでいる。愛情をたくさん

注がない限り成就することのない作

品の力があるのだ。だから〝歌う〟

のである。

うたおにが９月に開く音楽会のテー

マ〝祈り〟に通じる、あるもが奏で

た〝願い〟だ。あるものこの姿勢を、

仲間であるうたおには、必ず進化、

発展させなければ、日頃コラボして

いる意味はないのだ。
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団長の心のものさし 合唱団「あるも」

演奏会を聴く

■練習内容

Agnus Dei

TO THE MOTHERS IN BRAZIL

Ave maris stella

僕が欠席のため、男女に分かれてパー

ト練習。それぞれの事情に合わせて

作品をチョイスしての練習。

新人さんが多数入ってきたので、こ

うした練習も有効かな？合唱団の練

習はアンサンブル中心だとは思うが、

少々矛先を変えてみるのもいいかも。

いつも同じことの繰り返しもね…。

たえずplan-do-seeの姿勢が必要だ。

うたおにの6月17日(木)の様子

演奏の出来不出来より
何を伝えたいのかが大事

熱演する合唱団「あるも」のメンバー


